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先週の瀬戸内市に続いて赤磐市でも特別支援

ネットワーク会議が開催されました。赤磐市で

は昨年度までの課題であった、事業所から新た

にご参加をいただき、また保育園の代表園のご

参加もいただくことになり、 より充実したネットワークとなりました。

各機関の参加者による自己紹介では、パンフレットや資料をお持ちいただき、それを見ながら紹介

していただきましたので、より分かりやすかったように思います。

後半は分科会に分かれ、情報交換、ネットワークの有効活用について話し合いなどを行いました。

卒業後のグループでは最近は短時間の就労を希望する例も多く、精神障害者については職親制度な

どの活用もあるとの情報を得ました。また、保健所、ハローワークと連携することにより、短時間労

働のケースも含め、幅広い形での就労を検討していく必要性を感じました。

就学前・就学中のグループでは、ネットワークのメンバーを見直し、もっと幅広く積極的に活用し

ていこうという意見や、一つのケースを近隣の学校・園で共有することで子どもの行動を捉える視点

について研修していこうというアイデアなどが出されました。

昨年度で、３年計画のサポート事業が終了しましたが、今年度は新たに「県巡

回相談事業」として実施されることになりました。すでに学校・園には文書で通

知が届いていることと思いますので、今一度よくご覧ください。

内容的にはサポート事業とほとんど変わりませんが、今年度は困難な事例につ

いて迅速に対応する「スーパーサポートチーム」が県教育委員会に新たに設置さ

れました。

巡回相談の申込については昨年度までと同じく、

。各市町村教委を通じて申し込んでください
文書の流れも昨年度と同じです。

本校では、コーディネーターが授業のやり繰りを

しながら対応している状況ですので、ご迷惑をおか

けすることがあるかも知れませんが、どうかよろし

くお願いいたします。


